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知
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不
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つ
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米
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ダ
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シ
や
ラ
ブ
･.ht
芸
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せ
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搭
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ラ
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か
ら
三
十
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時
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コ
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ド
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rge
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ブ
ル
汐

工
は
巴
出
郊
外
墾
汀
場
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で

叫
鼠

に
飛
ん
だ
於
ん
ど

大
開
舶

幾

路
で

あ
る
か
ら

'
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紅
組
Li
J
蛇
私
刑
ん

だ
の
で
あ
る
'
時
空

九
二
七
咋
式
月
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十
二
日
･
佃
鼎
交
劫
史

上
の

嘉

が
開
か
れ
た
と
胤

へ
は
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の
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火
成
功
に
飛
地
練
も
如
細
心
で

あ
り
柑
な
い
o
即
ロ
ン
ド
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ダ
イ
･g
ス
の
記
事
に
拡

い
て
'
充
に
北
ハの

枝
子
か
拙
報
す
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リ
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佐
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ソ
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夜
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岬
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巴
蛸
に
捜
し
た
'
共
析

灘

三
五
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グ
ア
牛
.
ワ
ン
ド
在
川
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と
枇
甘
み
祁
北
に
1･
り北
米
晦

梓
に
約ふ
て

こ

少
フ
ア
ケ

ン
ド
ラ
ン

ド
の
伯
仲
に
通
し
た
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コ
チ
ア
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,離
れ
る
と
'
両
と
皆

に
逸

っ

た
ゝ
め
に
､
梅
河
上
敗
帆
の
荷
さ
に
降
り

や
が
て
二
三
千
沢
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さ
に
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蒜
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六

昇
っ
て
欝
の
な
い

撃

仲

淡

め
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が
､
瓜
ほ
し
-
な
か
っ
た
･
し
か
し
串

に
高
給
庶
で
あ
る

か

ら

､

社

の
糠

剛
が
短
い
の
で
巡
航
Li
榔
令
が
よ
か

っ
穴
攻
か
ら
兄
下

し

て
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の
坤

に
州
に
は
近
代
か･i
か
つ
穴
が
､
衣
の
榊
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に
二
収
み
見
た
機
関
の
知
子

が
馬
比
に
ょ
-
て
､
巴
朗
に

つ
い
て
後
納
少
-
と
-
中
晩

払

叫
迎
し
う
ろ
ま
け
の
か
敬

リ
-
シ
が
拭
っ
て
ゐ
る
の
私

見
し
た
｡

十
時
坤
よ
り
も
以
前
に
既
に

巴
鞘
市
比
は
=
の
郊
外
に
塊

ま
っ
て
五
前
人
か
ら
の
人
川

に
な
っ
た
O
共
裸
は
晴
れ
て

7
片
の
蛍
-
な
い
夜
で
あ
っ

た
紙
火
は
焚
か
れ
る
サ
ー
チ

ラ
イ
ト
は
塊
に
授
け
ら
れ
る

十
峰
以
後
に
な
る
と
灼
々
と

し
て
p
盗
み
あ
ざ
む
-
程
の

神
明
が
靴
火
さ
れ
た
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火
粉

は

7
分
間
ご
と
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放
射
さ
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六
､
か
-
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十
時
十
分

に
改
進

か
に

エ
ソ
ヂ
I

y
の
晋
が
し
だ
し
た
､

や
が
て
セ

ン
ト
ル
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ス
紡

げ
'
見

よ
丸
首
駅
の
塊

に
漆
わ
呪

ほ
し
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川
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根
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で
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か
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栂
払
下
げ
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鵬
行
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下
っ
て
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し
て
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っ
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あ
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だ
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戟
-
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紬
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の
顎
士
に
妃
か
ん
-
の
と
鵬
平
祐
求
む
る
敬
鵜
の
手

に
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と
て
-

7
人
の
手
が
う
け
入
れ
ら
れ
る
i
の
で
な
い
p
ru
う
こ
う
し
て
ゐ
る
関

に
偶
然
の
同
姓
か
ら
碗
丈
な

7
氷
人
が
p
空
の
勇
士
の
身
代
り
に
'
か
つ

k
,上
げ
ら
れ
て
､
ル
プ
ル
ジ
工
の
邸
渉
宝
に
引
収
ら
れ
る
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非
の
附
に

本
物
の
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ソ
ド
バ
ー

デ
は
フ
レ
ソ
チ
エ
ア
ー
ユ
ニ
オ
y
の
琳

渉
揃
に
静

か
に
入
っ
て
行
っ
た
O
匙
よ
り
さ
さ
米
閥
側
で
は
'
-
ン
ド
バ
1
㌢
代

が
金
曜
日
の
夜

ニ
m
-
プ
ア
ウ
シ
2i･ラ
ン
ド
で
顕
の
坤
に
入
っ
た
と
き

い
た
時
に
す
べ
て
の
人
に
炎
口
同
甘
に
｢し
ま
っ
た
LI
p
大
謄
な
劫
で

は
あ
る
が
-
あ
ま
り
兜
誠
だ
日

と
心
配
し
て
ゐ
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が
､
や
が
て
ア
イ

ル
ラ
ゾ
ド
か
ら
軸
邸
泊
池
の
報
が
適
し
た
峠
の
ニ
ユ
ヨ
ー
ク
肘
民
の
驚

嘆
は
-

そ
れ
か
ら
後
と
い
ふ
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の
は
ひ
っ
き
り
な
し
に
侍
は
つ
て
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る
無
線
億
倍
に
仝
非
的
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に
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渦
天
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に
入
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な
っ

た
O
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泣
か
に
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の
成
功
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す
る
O
光
し
=
の
大
鞘
畔
柵
断

を

飛
行
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で
叔
初
に
成
功
し
た
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回
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あ
る
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今
E
ま
で
に
'
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上
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行
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で
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六
回
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成
功
潜
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あ
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､
,
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械
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に
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勇
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叫
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西
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搭
ち
て
丁
珠
の

汽
舶
Li
捌
け
ら
れ

た
､
同
咋
同
月
大
田
群
杭
断
飛
行
が
北
米
令

衆
脚
の
晦
E%
永
上
粥
行
概
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潜
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リ
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行
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れ
た
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っ
rた
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に
叉
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つ
の
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流
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れ
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'
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英
脚
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ア
ル
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ツ
ゲ
大
佐
と
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ラ
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ン
大
尉
が
ゼ
･,h
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ス
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ビ
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-
磯
に
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し
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に
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ア
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ソ
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か
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過
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二
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三
月
和
樹
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プ
ラ
〝
中
佐
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グ
ー
チ
ノ
ホ
坤
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-
ス
ガ
ン
払
出
壁
し
て
､
カ
ナ
-
1
局
に
つ
き
'

ケ
ー
プ
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ル
デ
偽
に
立
寄
り
､
そ
れ
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
に
向
ひ
､
同
脚
か

ら

五
百
哩
私

離
れ
て
ゐ
る

S
叩IP
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ck
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に
降
り
た
槻
朋
破

税
の
た
め
=
れ
み
取
か
へ
る
=
と
二
附
､
抑

-
1こ
し
て
六
月
五
日
ベ
ル

ナ
ノ
ブ
コ
に
注
し
た
｡

攻
に
西
樹
の
フ
ラ
ン
TT
中
佐
が
カ
ナ
-
1
応
か
ら

F
ernan
d
o
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r

.

o
n
b
a
l
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n
d
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飛
E
)'そ
こ
か
ら
ベ
ル
ナ
ノ
ア
r]
に
達
し
た
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そ
れ

は

1九
二
六
年

の

7
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の
串
で
あ
る
0

本
年
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月
に
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っ
て
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o
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そ
の
大
西

洋
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周
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て

S
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S
55
水

上
飛
行
棉
に
の
つ
て
'
ケ
ー
プ
ゲ
工

か
デ

から.
7
エ
ル
ナ
y
ド
ノ
ロ
ソ
バ
位
に
つ
き
更
r1
4
〝
ナ
ン
ブ
Tt

に
向
ひ
.
三
月
に
は
榊
組
の

S
aram
eto
B
eirse
中
位
が
四
阿
抑
制

加
の

B
iss品
0
砧
か
ら
フ

エ
ル
ナ
ン
ド
ノ
H
シ
バ
結
わ

へ
て
ブ
ラ
B,)

ル
に
飛
ん
で
航
路

7
千
四
宵
五
十
哩
O

か
-
て
､
我
-
ン
ド
パ
ー
ク.
は

1
拭
し
て
触
茄
陸
飛
行
の
レ
TtI
ゼ
ホ

ル
ダ
ー
に
な
っ
た
｡
以

榊
の
俳
聞
入
の
レ
コ
ー
ド
よ
り
も
三
宮
哩
濃
く

蒜

九

七

七
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球

節

八
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英
脚
の
由

臆
粥
布
よ
り
-
二
甘
鵬
捗
っ
て
ゐ
名
｡
`
=
の
距
離
相
即
か
ら

瓢
ま
で
の
箕
際
の
礁
行
哩
数
で
あ
る
0
従
っ
て
巴

迎
如
宵
悶
三
千
六
甘

三
十
九
雌
-
い
ふ
･群
数
と
は
泣
う
の
で
あ
る
､
俳
餅
で
は
昨
年
十
月

Tt

ス
ト
少
件
及
リ
グ
ノ
ー
大
尉
が
パ
リ
か
ら

J
ask
(
改
新
)
ま
で
三
､

三
凹
三
哩
の
レ
コ
ー
ド
を
つ
-
つ
た
が
.
同
i)
-
英
樹
の
カ
ー
ル
大
佐

及
ギ
〝
マ
ソ
ほ
英
樹
の

C
ra
n
w
ell
か
ら
故
斯
幣
ま
で
三
'

凹
Z
五
哩

の
記
蝕

み

仰

押
し
て
ゐ
た

り
で
あ
っ
た
｡
(藤
印
)

0

安

徽
省

北

部

事

情

安
徽
省
龍
郷
は
離
水
の
封
紙
地
で
あ
っ

て(岡
部
は
江
)'西
の
ガ
か
ら
衆
て
新
釈
揮
湖
に
入
り
､
兄
に
火
鎚
河
71

泡
L
)て
梯
子
.JJ～
に
出
る
､
従
っ
て
離
水
と
共
立
就
け
､
沖
浦
紙
及
火
鎚

河
と
迎
路
し
安
淑
北
部
の
大
動
脈
で
あ
る
'
背
は
離
水
は
糾
江
附
妃
で

黙
河
と
食
し
晦
州
に
州
た
､
洪
河
が
舵
洞
の
途
在
韓
ふ
や
北
1'河
舵
が
高

ま
っ
た
の
で
､
鞘
の
海

水
は
､
･;
か
ら
迩
河
四
方
の
低
地
み
淡
め
て
耐

下
し
て
揚
子
江
に
川
る
J
Jと
Li
な
っ
た
の
で
あ
る
'
叔
虹
約
七
十
五
年

間
推
水
流
城
代
其
水
は
け
が
怒

い
た
め
,1
歴
々
氾
波
の
見
守
っ
け
､
恭

堺
疏
水
J
及
越
河
改
修
は
難
度
と
な
-
計
致
さ
れ
た
.

7
九

7
四
年
栄

樹
赤
十
字
舵
の
沢
出
し
た
技
伽
は
工
邸
舛
九
千
前
弗
の
氾
沢
防
止
研
究

み
完
成
し
､
英
銀
六
年

7
米
人
技
伽
は
エ
串
教
六
甘
鞘
弗
の
純
水
疏
水

計
劫
7秒
支
那
政
府
に
投
出
し
た
O
が
ま
だ
究
行
さ
れ
て
ゐ
な
い
か
も
し

1..
n
O

'
J
｢
し
β

･
'6
品

蛾
は
約
二
7
p
六
〇
〇
万
雌
U
土
地
嘩

乙
曲
床
職
に
'
人
口
の

九
割
ま
で
ほ
戯
蝿
で
あ
る
｡
小
歩
､
大
豆
､
前
腕
､
窄

ま
封
'
黍
'

非
腕
､
茶
'
及
沸
私
主
穿
産
物
-
し
､

)
戸
平
均
川
エ
ー
カ
ー
私
糾
す

解
二
班

宗

〇

七
八

7
戸
の
家
族
は
平
均
五
人
四
で
あ
る
と
い
ふ
o
牧
人

叫
声
牢
均
三
五
九

元
で
'
自
家
脚
数

f
九
九
弗
払
除
い
て
純
収
入
甘
六
十
元
で
あ
る
か
ら

鐘
研
和
比
に
低
い
.

I
)の
切
耕
悦
靴
で
悶
北
の
坪
に
な
っ
た
鮮
卑
は
舵
水
南
梓
鳳
阪
隙
下
に

あ
っ
て
有
名
な
桁
離
脱

(耽
水
と
.S
緒
湖
と
の
琉
)
の
四
五
十
支
出
'

紳
州
線
が
推
水
か
越
す
橋
の
仰
臥
'1
め
る
'
涛
-
避
離
脱
と
い
っ
た
河

閑
の
西
に
紅
い
､
新
邸
の
響

臼
で
あ
る
が
､
鎚
迫
の
川
氷
た
榊
髄
で
俄

に
禿
架
と
な
っ
た
､
安
徴
北
部
叔
端
嬰
の
摘
柴
中
心
地
で
あ
る
'
地
方

拘
床
は
こ
1
に
鵡
ま
っ
て
移
出i
さ
れ
､
移
入
品
は
'
=
1
か
ら
離
水
の

戎
先
で
離
水
も
折
る
の
で
あ
る
'
こ
の
城
端
は
可
幣
-
奥
搾
-
入
っ
て

倍
陽
榔
城
等
の
京
終
紙
の
堺
よ
り
も
兜
'1
上
に
入
っ
て
ゐ
る
.
狭
い
糾

い
川
が
非
土
の
沸
谷
の
中
か
侍
っ
て
昇
っ
て
ゆ
-
の
み
緊
密
は
父
兄
し

た
=
と
が
あ
る
O
支
那
各
地
に
水
路
が
あ
れ
ば
必
ず
洗
ハ水
路
の
牌
狭
伐

洋
に
臆
し
て
の
舟
が
あ
る
離
汝
の
細
流
に
浮
ぶ

戎
蒐
及
帥
肌
は
､
そ
の

特
殊
の
充
血
舶
の
中
で
も
特
に
特
殊
の
も
の
と
見
て
よ

い
'
伐
-
て
細

長
い
､
そ
れ
に
帆
杜
を
た
て
1
平
野
の
中
称
糊
る

か
ら
で
あ
る
｡
畔
串

で
の
取
引
は
間
接
の
物
々
交
換

が
多

い
'
こ
れ
は
ま
だ
同
地
方
に

銀
行

群
が
な
い
か
ら
で
あ
る
､
支
雄
雌
河
の
治
梓
の
如
き
は
'
庶
宋
代
の
越

河
の
速
で
あ
っ
た
仰
で
あ
る
の
に
､
今
日
で
は
殆
ど
支
那
鋭
非
の
流
.q

み
見
ず
'

一
七
七
三
乃
糞

!
八

叫
〇
年
也
の
路
銀
の
み
な
以
て

し
て
ゐ

る
'
以
t･J
い
か
に
支
那
中
原
の
中
部
が
虎

い
か
と
云
ふ
こ
と
み
考

(
る

べ
き
で
あ
ら
う
と
思
ふ
｡

0
メ

キ

シ

n

の

盤
貴
地
と
日
本
人

メ
キ
ジ

n
ほ
北
米
や
･



ブ
ラ
ジ
ル
の
g･う
に
外
問
労
働
瀞
が
火
規
粒
に
移
入
}･-
れ
た
艦
淡
i
な

-
､
久
批
准
の
槻
脚
部
帖
で
は
'
さ
う
し
た
火
路
蛇
も

出
水
苧

つ
に
な

い
｡
け
れ
ど
も
利
鞘
受
金
,伽1も
っ
て
-
る
労
資
北
俳

り
員
何
日
な
金
光

移
拭
み
枇
氾
し
て
ゐ
る
囲
僻
に
あ
る
'
も
し
メ
串
シ
コ
在

日
:仰=に
し
て

行
-
な
ら
ば
､
共
蕪
作
品
は
触
限
沼
地
市
場
た
る
米
桝
が
背
筏
に
帖
へ

て
居
て
'
蚊
泊
の
促

が
あ
る
か
ら
'
到
抵
南
米
な
ど
で
は
革
b
れ
ぬ
粒

の
別
布
が
あ
が
る
の
で
あ
る
｡
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
も
よ
い
が
､

7
つ
日
本

人
は
'
=
の
メ
キ
ジ
ゴ
(
の
移

住
と
い
ふ

串
私
考

(
て
A･i
い
と
思
ふ
o

メ
キ
シ
コ
で
政
も
有
望
な
'
さ
う
し
た
致
企
,<A
少
し
で
も
持
っ
た
日
本

人
の
行
-
べ
き
仲
は
､
北
は
米
図
に
接
塊
し
､
西
は
火
中
押
71
両
せ
る

ソ
ノ
ラ
､
シ
ナ
ロ
7
､
及
ナ
ヤ
-
タ
ト
の
三
州
で
あ
る
9
こ
聖

二
州
こ

そ
は
田
は
カ
-
フ
ォ
ル
ニ
ア
潔
に
聯
誓

米

_ニ
シ
エ
ラ
マ
ド
レ
大
山
系

が
あ
っ
て
､
山
か
ら
こ

の
四
の
泊
に
牲
ぐ
激

情
の
河
川
貨
流
し

､
指
揮

に
桁
ふ
て
肺
大
な
る
平
野
が
あ
る
｡
親
燐
は
組
熟
術
神
に
跨
り
.
碑
ど

す
べ
て
の
戯
作
胸
の
栽
･i:
に
過
し
'
其
の
耗
他
は
=
の
三
州
み
甘
地
す

る
｡
範
囲
rJj
B
銭
氾
紋
に
ょ
つ
て
批
接
紫
紺
市
場
に
搬
出
さ
れ
る
｡
栄

図
で
高
僧
に
FL.抹
tl
f.q
れ
る
と
い
ふ
=
と
が
､
=
の
地
方
船
難
PIE

一
の

弧
臆
で
､
ブ
ラ
ジ
ル
と
比
べ
て
泣
か
に
優
越
の
枕
耽
.1
あ
る
と
見
て
よ

い
O
従
前
H
m桃川
内

地
と
の
問
に
山
脈
が
あ
っ
て
家
並
不
僻
で
あ
っ
た

が
､
今
舵
s
B
純
が
グ
ア
ダ
ラ
ご
フ
市

(
延
長
し
た
の
で
内
地
の

7
般

市
場

へ
も
取
引
が
出
氷
る
や
う
に

bT･5
つ
た
｡

三
州
の
田
村
舟
ぜ
て
十

L
HJ
五
千
分
哩
日
本
本
州
に
等
し
い
'
し
か
も

人
口
は
日
下
伐
に
七
十
八
前
人
'

!
方
哩
平
均
六
､
八
と
い
ふ
解
放
で

#

*

あ
る
'
な
ぜ
:
う
L
LL碑
庇
か
-
云
へ
げ
絶
衆
究
め
が
不
僻
で
あ
っ
ii

か
ら
で
あ
る
'
伯
仲
の
鼠
鵬
に
関
し
て
従
氷
塊
多
の
視
軸
が
あ
っ
た
'

常
池
宜
準
は
六
月
か
ら
十

月
ま
で
､
少
し
-
払
い
が
､
こ
の
間
雨
期
で

あ
る
か
ら
凌
ぎ
･･i
い
､
十

7
月
か
ら
五
月
ま
で
ほ
盗
聴
み
劫
し
て
難
民

七
十
鑑
み
上
る
こ
と
は
な
い
､
北
部
ソ
ノ
ラ
州
の
外
は
新
が
降
る
7J
い

ふ
こ
と
が
な
い
'
街
並
の
遊
少
で
嫡
銘
は
防
げ
る
'

こ
の
方
は
心
配
が

い
ら
ぬ
｡

恩
(
米
樹
の
太
平
洋
梓
が
開
け
た
の
ーは
'
僻
か
に
中
世
紀
の
こ
と
で
あ

っ
た
'
そ
の
太
平
押
棒
私
開

い
た
の
け
誹
れ
で
あ
っ
た
か
､
仝
-
日
本

人
で
は
な
か
つ
た
か
O
加
州
と
同
じ
-
土
塊
盤
決
で
'
段
産
物
が
健
多

で
､
平
野
の
臆
大
な
る
'
肺
又
金
銀
銅
の
飲
物
に
於
て
加
州
以
上
に
既

済
な
､
こ
の
三
州
に
'
筑
候
と
い
へ
ば
あ
え
り
粕
接
が
な
い
土
地
に
'

今
や
銭
迫
が
油
i
)穴
の
で
あ
る
'
節
こ
の
加
州
た
る
期
し
て
偽
つ

べき

で
あ
る
｡
s
B
純
は
,,
の
五
月
に
エ
都
が
銘
成
し
た
､
メ
キ
ジ
n
の
骨

僻
か
ら

ロ
ス
ア
ン
'
セ
ル
ス
ま
で
七
十
六
時
問
で
細
れ
る
O
今
日
こ
の

方
河
に
資
本
み
持
っ
て
経
る
と
い
ふ
=
と
は
､
菜
L
加
州
ね
脚
数
し
た

日
本
人
に
は
絶
好
の
棚
級
で
あ
ら
う
｡
=
の
地
方
Li
行
っ
て
北
米
輪
山

岡
の
.ト
マ
ト
'
常
就
宜
､
朝
爪
､
ぺ
ソ
バ
I
辞
な
つ
-
為
と
'
縞
候
が

粗
い
か
ら

釆
朗
々
箆
品
よ
り
J
二
三
ケ
月

も
単
-
､

7
月
二
日
切
放
_

市
場
に
出
現
し
て
貿
行
良
好
な
る
の
利
が
あ
る
0
=
れ
ら
の
鹿
作
物
巡

臓
の
た
め
に
は
､
冷
姥
堂
雄
の
倣
も
め
る
D
昨
年
度
に
放
て
故
に
ノ
か

-
ム
ス
市
細
山
米
何
に
入
っ
た
流
木
親
は
､
四
千
三
官
七
十
八
事
に
上

り
､
･1
マ
･1
三
千
註
'
滑
些
莞
ハ
汀
誠
､
メ
ロ
エ
ー一首
姦
'
ペ
ッ
パ
ー

二
二

七
九



地

球

飾
八
怨

二
百
五
士

出
と
云
ほ
れ
て
ゐ
石
｡

其
輸
出
緋
凡
聖
E汀
潟
兆
で
あ
る
.

今

日
で
は
珊
地
の
鈍
の
経
机
よ
り
も

泣
か
に
誼
嬰
拘
止
と
な
っ
て
き
た

の

㍗
.J

蘭

物
の
外
に
砂
糖
と
灼
箪
及
リ
ノ
ラ
州
何
部
ヤ
キ

Y
a
qu
i
川
中
野
の

米
作
の
月
払
が
多
い
､
ヤ
キ
河
の
み
で
な
い
サ

ン
チ

ア
ゴ河
の
泊
梓
も

水
川
の
見
込
は
十
分
で
あ
る
｡
日
下
=
の
地
方
に

口
本
人
も
少
し
は
出

校
し
て
ゐ
る
O
主
と
し
て
栄
樹
向
の
;.=
物
私
や
っ
て
ゐ
る
の
で
､
シ
ナ

p
ァ
州
ア
オ
メ
柑
衣
料日
数
約
十
銘
の
ご
と
き
は

7
年
間
に
ト
マ
･1
で
六

千
力
王
三
航

ペ
ソ
も
利
指
し
た
｡
ゲ
-
ア
カ

y

C
!ia
ca
n
市
に
放
る
1

日
本
人
川
本
咋
常
流
瓦
な
つ
-
つ
て
､

7
月
二
日
に
市
城
に
出
し
て
五

六
前
弗
払
儲
け
た
と
い
ひ
､
間
口
サ
リ
オ

R
o
sari
O
に
居
る
日
本
人
は

米
図
人
た
る
地
主
と
収
些
向
拘
分
六
分
の
少
食
で
桝

作
し
五
六
千
乃
hpi

f
前
ペ
ソ
み
耽
溺
さ
れ
る
と
い
ふ
が
如
き
､
誠
に
好
都
舟
に
敬
接
し
つ

1
あ
る
現
舵
で
あ
る
O

さ

う
し
て
i
L
日
本
人
i
肺
化
さ
(
す
れ
ば
､
土
地
所
有
が
桐
氷
る
O

ま
さ
か
加
州
の
や
う
に
排
日
も
起
る
ま
い
､
安
心
し
て
的
か
け
る
べ
き

絶
好
の
移
代
地
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
る
9

1
坤
に
甘
尚
人
-,聯
加
す
る

我
同
胞
の

完
小
粋
水
の
隣
邦
に
J
こ
の
輯
肺
が
あ
る
､
呼
は
今
で
あ
る

ら
し
い
､
Ⅶ
に
和
恵
の
法
治
み
喚
起
せ
ん
と
す
る
は
鞍
に
餌
者

叫
人
の

み
で
は
な
い
で
あ
ら
う
O

琴
b
に
出
川
鯛
串
の
琳
骨

に
よ
る
と
､
･
,聖

二
州
の
油
土
に
は
免
が
多

い
'
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
対

は
浅
い
か
ら
光
も
繁
柵
Li
漉
す
る
t
的
､
飴

励
､
伊
妙
侭
瀬

'

仙
痛
願
の
政
利
･1
･-1揃
み
縮
少
･･1
多

い
の
で
あ
る
が
-

琴

表

土
三

八
〇

ま
だ
発
達
し
な
い
､

リ
ノ
ラ
州
ア
〝

タ
I

〝

に
放
る
日
本
人
石
非
業
が

こ
の
軌
小
払
米
も
は
じ
め
た
と
い
ふ

こ
と
で

あ
る
､
邦
人
の
特
技
で
あ

る
池
野

仲
以
て
し
て
も
.
此
方
桝
の
開
拓
は
望
ま
し
い
と
い
ふ
の
で
あ

る
か
ら
､
こ
れ
み
附
記
し
て
お

く
｡

0ド
y

ニ
ッ

タ
葦

H帯

警

い
ふ
註
科
の
縫
物
で
梅
迫
に
.EI
生

する
二

年
生
草
本
で
二
約
三

二
尺
､
祭
は
三
脚
の
･長
柑
樹
形
の
小
難
よ

り
な
る
羽
状
投
光
の
堺
で
'
夏
日
封
色
の
花
な
さ
か
す
も
の
'
整

骨
=

川
の
梅
山3:に
多

い
'
或
は
ヱ
ビ
ラ
ハ
ギ
と
も
い
ふ
学
名

M
etito
tu
s
こ

れ
に
二
十
稀
も
あ
る
が
､
J
Jの
ド
ン

ニ
ッ
ク
と
い
ふ
の
は
同
稀
の
ツ
ベ

-
ア
産
で
､
路
傍
の
雅
雄
で
あ
っ
た

､

触

る
に
滋
妃
サ
ク
ラ
イ
ナ
の
段

聖

貌
メ
レ
ー
シ
コ
は
こ
の
串
の
偶
依
私
認
め
て
'
其
轡
発
憤
は
グ
!1
-

バ
ー
F

ウ
マ
ゴ
ヤ
シ
に
劣
ら
ず
､
家
苗
の
飼
料
と
し
て
良
好
で
あ
り
'

其

鶴
見
は
和
布
と
し
て
川
ひ
'
之
谷
峨
肥
と
さ
れ
ば
'
腐
蝕
鵡
で
あ
る

か
ら
､
肺
ぜ
た
土
地
私
肥
沃
寧
-)
し
む
る
に
は
'
ド
ン
ニ
ッ
ク
税
誼
懲

な
J
の
ほ
今
の
所
外
に
見
出
せ
な
い
'
こ
れ
は
餌
比
利
発
飴
策
に
革
命

在
銘
す
べ
4
Jも
の
で
め
っ
て
'
其
収
越
率
は
細
め
て
高
い
と
い
っ
て
み

る
〇

二
の
翠
は
日
下
､
北
米
で
も
'
加
奈
陀
で
も
盛
に
鵜
増
さ
れ
て

1
九
二

三
年
に
は
'
カ
ナ
ダ
の

7
地
方
に
五
､
三
〇
〇
英
町
の
北
蛸｡
地
が
'

7

九
二
六
年
に

f
三
五
､
0
0
0
英
町
に
将
加
す
る
と
同
時
Lit
ウ
マ
ゴ

ヤ
シ
の
栽
･畔
が
減
少
し
た
と
い
ふ
=
と
で
あ
る
O
カ
ナ
ダ
で
は
称

輔

の

小
歩
と
同
時
に
､
ド
ご

一
タ
グ
み
柵
稀
L
､
次
年
鑑
に
柄
茸
と
な
る
か

ら
､
そ
こ
へ
小机
･帯
む
放
牧
L
､
三
舶
丁
目
に
久
小
歩
-
秤
-
私
立
-
-
い



ふ
凪
に
す
る
L
=
め
に
和
食
が
L･<
い
か
ら
で
あ
る
｡
隠
岐
の
牧
州
な

ど-

は
よ
い
稲
菅
で
あ
ら
-
-
成
代
れ
る
｡

耗
細
は
棚
茸
の
和
の
多
い
何
で
あ
る
､
れ
ん
げ
さ
う
わ
流
に
肥
料
と
し

て
､
m
に
稚
-
が
.
獅
腔

い
原
野
に
於
て
'
こ
う
し
た
牧
鞍
hiFま
い
て

利
用
す
る
と
い
ふ
税
政
に
な
っ
て
ゐ
な
い
､
解
除
の
人
々
が
こ
う
し
た

郁
草
の
桝
沈
み
や
っ
て
み
る
日
は
何
時
に
な
っ
た
ら
-
る
で
あ
ら
う
か

贋
疑

魔

笛

Td1,t
一〇●一!
.ll●盲
lr-●●l●Mll
一

∩
間
)

西
山
油
田

暗油
の
理

由を
承
り
た
し

山
口
陳

中
位
俊
治

〔沓
〕

石
州
税
舵
内
に
は
石
的
と
共
に
成
虫
せ
れ
た
る
瓦
斯
叉
は
石
油

よ
り
輔
化
せ
る
瓦
斯
が
石
油
中
に
溶
仰
し
て
存
在
す
｡
但
し
岬
に
は
石

洲
と
分
離
し
た
る
瓦
斯
の
布
衣
わ
見
る
=
と
め
リ
0
是
等
の
石
的
及
び

冗
桝
に
上
下
の
不
達
蛾
の
地
暦
Li
的
り
姉
川
さ
る
｡
其
の
状
態
は
恰
も

サ
イ
ダ
ー
相
中
に
=-水
胸
北
粉
が
騎
例
さ
れ
あ
る
が
如
し
､
此
の
際
に
於

げ
ろ
…淡
醗
瓦
斯
は
サ
イ
ダ
ー
中
に
絡
伽
さ
れ
､
其
の

7
部
は
瓶
の
上
部

に
式
餅
と
し
て
迎
排
す
､
前
油
非
の
噴
油
は
サ
イ
ダ
ー
椛
の
給
わ
開
き

た
る
岬
に
サ
イ
ダ
ー
が
放
し
-
鵬
出
す
る
と
同
株
に
､
銀
舵
の
上
部
に

坑
非
私
刑
人
す
れ
ば
憤
油
私
始
む
O
但
し
石
洲
は
砂
暦
に
放
荘
せ
る
淡

味
非
の
雄
性
は
サ
イ
ダ
ー
の
時
め
か
-
･3
山
な
ら
す
Q
サ
イ
ダ
ー
孤
の

場
食
も
内
部
に
絡
仰
包
含
ru
る
1
瓦
斯
の
虫
が
少
曳
な
れ
ば
鼠
弛
み
放

し
て
.瓦
斯
の
み
逸
目
し
て
サ
イ
ダ

ー
み
押
し
上

げ

ざ
る
如
-
､

石
州
の

場
命
も
正
桝
の
虫
に
比
例
し
て
境
的
状
態
に
至
る
=
と
あ
り
'
錐
か
ら

ざ
る
こ
と
あ
り
｡
石
油
統
肺
に
就
て
ほ
｢
地
球
｣
に
摘
城
小
の
小
出
の
純

㌍

放

触

谷

鞘
解
二
､
･節
三
み
榊
碓
あ
り
た
し
O

次
に
開
放
的
鴫
的
ほ
尤
斯
丑

少
な
Ib
か
又
は
減
少
せ
る
呼
'
或
は
坑

底

LL石
油油
の
塊
牲
不
充
分
と
な
れ
る
岬
に
準

去

現
象
か
甘
地
と
す
O

脚
ち
瓦
斯
少
な
4
,か
叉
少
な
-
な
れ
る
岬
に
は
､
石
油
代

り
時
に
押
し

上げ
柑
ざ
る
も
'
石
油:-11
靴
に
瓦
斯
の
仏
性
に
従
っ
て
純
々
に
勢
hAT柑
て

拭
非
私
押
し
上
げ
治
に
噴
約-11
す
る
に
至
る
J
の
あ
り
｡
石
油
の
粘
性
起

き
も
同
L
)く
悶
飲
み
出
ず
｡
坑
非
に
由
り

て
は
原
初
よ
り
開
放
的
煩
う

み
な
す
-
の
あ
れ
ど
-･多
-
ほ
永
情
噴
油
に
招
き
閑
散

と
な
り
'
而
し

て
其
の
俺
放
ぜ
る
岬
間
も
恨
次
大
と
な
り
蓬
に
噴
州
の
能
力
蝕
4'
に
至

る
和
迩
例
と
す
.
又
.
時
に
は
懲
戒
の
間
欺
泉
の
如
-
､
坑
底
に
%
･相

の
形
状
の
塊
洞
み
法
り
'
開
放
鹿
と
同
じ
蛇
窟
に
由
り
噴
仙
す
る
場
令

も
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